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新
し
い
委
員
長
に
本
田
光
彦
氏

～
今
年
も
多
彩
な
行
事
を
決
め
る
～

平
成
２３
年
度
愛
知
県
山
岳
連
盟

指
導
員
総
会
が
、
６
月
２８
日
（火
）

午
後
７
時
３０
分
よ
り
県
ス
ポ
ー
ツ

会
館
第

一
会
議
室
に
お
い
て
開
か

れ
、
３７
名

（委
任
状
含
む
）
が
出

席
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
本
田
光
彦
委
員
長
が

「今
年
度
か
ら
勝
野
さ
ん
よ
り
指

導
委
員
長
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
出
来
る
だ
け
多
く
の

人
に
か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協

力
の
程
お
願
い
致
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。

つ
づ
い
て
平
成
２２
年
度
活
動
報

告
、
５
月
の
気
象
講
習
会
か
ら
始

ま

っ
て
、
登
攀
講
習
会
、
救
助
技

術
指
導
研
修
会
、
リ
ー
ダ
ー
勉
強

会
、
読
図
講
習
会
、
雪
山
技
術
講

習
会
な
ど
実
施
し
、
延
べ
４
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
収

支
報
告
が
あ

っ
て
概
ね
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
２３
年
度
活
動
予
定
と
し

て
、
読
図
講
習
会
、
岩
登
り
研
修

講
習
会
、
指
導
員
総
会
、
テ
ー
ピ

ン
グ
講
習
会

（７
／
‐０
）
登
山
勉

強
会

（１０
／
１８
県
ス
ポ
　
ー１
／
１

東
三
）
救
助
技
術
講
習
会
　
検

定
会

（Ｈ
／
２５
）
冬
山
遭
対
会
議

（‐２
／
２０
）
総
合
登
山
技
術
検
定

（１
／
２２
）
指
導
員
集
会

（１
／

‐７
県
ス
ポ
　
１
／
３‐
東
三
）
登
山

勉
強
会

（２
／
７
県
ス
ポ
　
２
／

２‐
東
三
）
専
門
基
礎
理
論
検
定
会

（２
／
２８
）
冬
山
講
習
会

（３
／

３
～
４
）
な
ど
の
計
画
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

◆
平
成
２３
年
度
指
導
委
員
会
執
行

体
制

▽
指
導
委
員
長
　
本
田
光
彦

▽
指
導
常
任
　
清
水
正
城
、
中
村

裕
之

▽
普
及
部
　
高
木
宏

（部
長
）
、

伊
藤
敦
彦
、
坂
回
公
美
、
松

本
譲
、
内
田
博
昭
、
久
山
千

春
、
久
山
立

▽
検
定
部
　
中
山
秀
樹

（部
長
）
、

高
橋
優
、
岩
瀬
幹
生
、
佐
原

晴
人

（ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
）

▽
総
務
部
　
伊
東
研
二

（部
長
）
、

石
川
ま
ゆ
み
、
田
邊
康
浩

そ
の
他
、
義
務
研
修
、
復
活
申

生
回
、
新
シ
ス
テ
ム
、
主
任
検
定
員
、

指
導
員
検
定

（ア
ル
パ
イ
ン
、
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
）
に
つ
い
て
協
議
し
、

指
導
委
員
会
の
在
り
方
な
ど
話
し

合

っ
て
終
了
し
た
。
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愛
知
県
山
岳
連
盟

・
岩
登
り
講
習
会

脅
ク
ラ
ス
別
に
内
容
濃

い
実
技

講
習
時
間
の
不
足
を
痛
感

〃

６
月
５
日
（日
）
愛
知
岳
連

「岩

登
り
講
習
会
」
が
、
豊
田
市
　
南

山
の
岩
場
で
実
施
さ
れ
講
師
　
受

講
生
３８
人
が
参
加
し
た
。

先
ず
、
本
田
指
導
委
員
長
の
挨

拶
の
後
、
講
師
の
紹
介
と
講
習
内

容
の
説
明
が
さ
れ
、
初
級

中
級

上
級
に
分
か
れ
て
開
始
さ
れ
た
。

▼
初
級

（講
習
内
容
）

・
簡
易
ハ
ー
ネ
ス
の
作
成
　
簡
単

な
ス
リ
ン
グ
の
長
さ
調
整
方
法

補
助
ロ
ー
プ
で
の
ア
ン
カ
ー
作
り

ロ
ー
プ
フ
ィ
ク
ス
　
フ
リ
ク
シ
ョ

ン

ノ

ッ

ト

以
上
の
メ
ニ
ュ
ー
を
１０
時
か
ら
、

西
側
の
裏
山
で
ロ
ー
プ
フ
ィ
ッ
ク

ス
の
実
践
を
行
っ
た
。
１３
時
か
ら

‐５
時
ま
で
駐
車
場
周
辺
で
、
立
木

を
使

っ
て
の
ア
ン
カ
ー
作
成
と
流

動
分
散
、
ハ
ー
ネ
ス
　
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
装
着
と
留
意
点
、
懸
垂
下
降

の
実
演
と
実
習
を
し
、
終
了
時
間

ま
で
中
級

。
上
級
の
見
学
を
し
た
。

◎
ま
と
め

初
級
コ
ー
ス
で
は
、
必
要
最
低

限
の
装
備
し
か
な
い
と
い
う
条
件

下
で
、
縦
走
中
に
お
け
る
悪
場
の

通
過
お
よ
び
通
過
の
た
め
の
確
保

方
法
に
つ
い
て
の
技
術
講
習
を
石

川
講
師
の
も
と
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

補
助
ロ
ー
プ
を
利
用
し
た
各
ポ

イ
ン
ト
で
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
方
法
や

簡
易

ハ
ー
ネ
ス

（チ
ェ
ス
ト
）
の

作
成
方
法
か
ら
始
ま
り
、
フ
リ
ク

シ
ョ
ン
ノ
ッ
ト
や
フ
ィ
ッ
ク
ス
部

の
通
過
方
法
に
つ
い
て
の
講
義
後
、

裏
山
に
入
り
、
実
際
の
現
場
の
環

境
下
で
の
実
践
を
講
習
生
に
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

昼
食
後
は
、
今
回
の
テ
ー
マ
で

あ
る
懸
垂
下
降
に
つ
い
て
、
ア
ン

カ
ー
の
セ
ッ
ト
か
ら
フ
リ
ク
シ
ョ

ン
ノ
ッ
ト
を
利
用
し
た
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行

っ
た
上

で
の
方
法
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
と

講
義
。
結
び
を
覚
え
た
つ
も
り
で

も
、
い
ざ
現
場
で
は
姿
勢
の
違
い

等
で
な
か
な
か
結
べ
な
い
講
習
生

が
多
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
普
段

か
ら
の
反
復
練
習
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
再
確
認
し
た
講
習
会
で
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（中
村
）

▼
中
級

（講
習
内
容
）

駐
車
場
で
自
分
に
エ
イ
ト
ノ
ッ

ト
で
の
結
東
確
認
、
立
木
を
使
っ

て
流
動
分
散
、
ア
ン
カ
ー
の
作
成
、

ト
ッ
プ
ヘ
の
確
保
か
ら
の
自
己
脱

出
、
懸
垂
降
下
シ
ス
テ
ム
の
確
認
、

女
岩
で
の
実
際
の
懸
垂
降
下
。

◎
ま
と
め

中
級
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実

際
は
岩
の
初
級
の
つ
も
り
で
講
習

を
行
い
ま
し
た
。

皆
、
岩
登
り
の
経
験
は
あ
り
物

足
り
な
い
人
も
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
細
か
な
点
や
な
ぜ
そ
れ

を
や
る
か
な
ど
判
ら
な
い
人
も
い

ま
し
た
。

自
己
脱
出
の
説
明
を
し
て
や
れ

て
も
、
荷
重
を
か
け
る
と
戸
惑
っ

て
し
ま
う
。
女
岩
で
の
懸
垂
も
持

ち
出
し
て
の
懸
垂
に
戸
惑
っ
て
い

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（本
田
）

▼
上
級

（講
習
内
容
）

懸
垂
下
降
の
手
順
、
ロ
ー
プ
連

結
部
の
通
過
、
ア
ン
カ
ー
ポ
イ
ン

ト
の
作
成
　
確
保
体
勢
、
ト
ッ
プ

ヘ
の
確
保
か
ら
の
自
己
脱
出
、
フ
ォ

ロ
ー
ヘ
の
確
保
か
ら
の
自
己
脱
出
、

ロ
ー
プ
登
高
技
術
。

◎
ま
と
め

受
講
生
４
人
と
も
過
去
に
講
習

会

（確
保
）

へ
の
参
加
が
あ
り
、

シ
ス
テ
ム
　
注
意
点
な
ど
は
概
ね

理
解
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
ロ
ー

プ
を
結
び
あ

っ
た
時
の
最
も
重
要

な
ア
ン
カ
ー
ポ
イ
ン
ト
ヘ
の
メ
イ

ン
ロ
ー
プ
の
固
定
と
、
ビ
レ
イ
完

了
　
ビ
レ
イ
解
除
の
時
期
の
理
解

が
不
足
し
て
い
た
。
（メ
イ
ン
ロ
ー

プ
の
固
定
と
デ
イ
ジ
ー
チ
エ
ー
ン

で
の
セ
ル
フ
ビ
レ
イ
の
違
い
の
理

解
）講
習
時
間
が
短
い
の
で
シ
ス
テ

ム
の
説
明
だ
け
で
終
わ

っ
て
し
ま

い
、
実
践
し
て
も
ら
う
時
間
が
取

れ
な
い
と
感
じ
た
。
講
習
は

一
泊

二
日
で
行

っ
た
方
が
良
い
と
思
う
。

ま
た
、
講
習
会
を
進
め
る
に
あ

た

っ
て
必
要
な
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
が

吻 卓=し
て
辞識 5

髯
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出
来
な
い
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
説

明
に
時
間
を
取
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
だ
け
の

講
習
を
行

っ
て
お
い
た
方
が
よ
い

と
感
じ
た
。
　
　
　
　
　
（高
木
）

な
お
、
講
習
会
は
１５
時
４５
分
に

終
了
し
た
。Ｊ

Ａ

Ｃ
東

海

伊
藤
　
裕
幸

６
月
４
日
に
豊
田
市
の
南
山
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
愛
知
県
山

岳
連
盟
の
岩
登
り
講
習
会
に
参
加

す
る
機
会
を
得
た
。
朝
早
く
か
ら
、

他
の
山
岳
会
も
講
習
会
を
開
催
し

て
い
た
り
、
ま
た
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

を
楽
し
む
人
達
が
い
た
り
と
南
山

の
岩
場
は
大
賑
わ
い
だ
っ
た
。

８
時
３０
分
に
初
級
　
中
級
　
上

級
合
同
の
開
講
式
が
行
わ
れ
、
終

了
後
各
班
に
分
か
れ
講
習
が
開
始

さ
れ
た
。
私
が
参
加
し
た
中
級
は

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
初
級
と
い
う
こ

と
で
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
基
礎
技
術

の
習
得
が
中
心
で
あ
っ
た
。
午
前

中
は
講
師
の
皆
さ
ん
の
熱
心
な
指

導
の
下
、
ア
ン
カ
ー
支
点
の
作
成

リ
ー
ド
確
保
の
仕
方
　
リ
ー
ド
転

落
時
の
確
保
か
ら
の
自
己
脱
出
と

基
本
的
な
技
術
の
反
復
を
行
っ
た
。

昼
食
を
と
り
、
午
後
か
ら
は
懸

垂
下
降
の

一
連
の
操
作
方
法
の
確

認
を
し
た
後
、
女
岩
に
全
員
で
移

動
し
上
部
か
ら
の
懸
垂
下
降
を
体

験
し
た
。

こ
れ
ま
で
主
に
フ
リ
ー
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
き
た
た
め
、

岩
場
で
の
確
保
の
仕
方
の
違
い
は

大
変
参
考
に
な
っ
た
。
ま
た
、
仮

固
定
の
仕
方
に
つ
い
て
新
た
な
方

法
を
覚
え
ら
れ
た
こ
と
や
、
デ
ー

ジ
ー
を
使
わ
な
い
懸
垂
下
降
が
よ

面
の
木
園
地
自
然
観
察
会

珍
し
い
花
の
数
々
を
見
る

自
然
保
護
委
員

鈴
木
　
行
薫

６
月
■
日
（土
）
岳
連
の
自
然
保

護
委
員
会
主
催
の
自
然
観
察
会
が

面
の
木
園
地

（奥
三
河
）
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
各
山
岳
会
よ
り
２‐
名
。

見
た
花
は
、
本
の
花
も
含
め
て
４‐

種
、
聞
い
た
鳥
の
囀
り
は
コ
マ
ド

リ
、
キ
ビ
タ
キ
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
な

ど
１０
種
。

今
回

の
花

の
日
玉
は
、
ヤ

マ
ウ

ツ
ボ
、
ギ
ン
ラ
ン
、
ク
リ
ン
ソ
ウ
、

ツ
チ
ア
ケ
ビ
な
ど
。
そ
し
て
ブ
ナ

の
本
の
中
に
流
れ
る
水
の
音
を
聞

い
た
こ
と
。
昨
年
に
続
き
、
今
年

も
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
前
日
の
夜
の
天
気
予

報
に
お
い
て
は
、
九
州
か
ら
東
海

地
方
に
か
け
て
大
雨
と
の
こ
と
。

り
安
全
な
方
法
で
あ
る
と

い
う
考

え
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
、

講
習
会
に
参
加
し
た
成
果
で
あ

っ

た
。最
後
に
講
師
の
皆
さ
ん
の
安
全

第

一
の
姿
勢
お
よ
び
懇
切
丁
寧
な

指
導
に
感
謝
し
、
今
後
も
積
極
的

に
講
習
会
に
参
加
し
て
、
自
ら
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

し
か
し
、
詳
細
に
見
て
み
る
と
、

雨
は
当
日
の
朝
に
強
く
降
る
も
の

の
、
昼
に
は
止
み
、
午
後
か
ら
は

快
晴
に
な
る
予
報
。
と
い
う
こ
と

で
、
当
日
は
決
行
。

予
想
ど
お
り
、
面
の
木
園
地
に

到
着
し
た
と
き
は
、
小
雨
。
し
か

し
傘
を
さ
し
て
の
園
地
の
散
策
に

で
か
け
る
。
そ
し
て
予
定
ど
お
り
、

ク
リ
ン
ソ
ウ
、
ギ
ン
ラ
ン
な
ど
の

花
を
観
察
す
る
。
珍
し
か
っ
た
の

は
、
ツ
チ
ア
ケ
ビ
。
（こ
の
翌
日
、

海
上
の
森
に
て
同
じ
物
を
見
て
確

認
。
間
違
い
な
し
）
こ
の
時
期
の

ツ
チ
ア
ケ
ビ
の
同
定
は
難
し
い
。

次
に
向
か
っ
た
の
は
、
天
狗
胡

し
ば
ら
く
登
山
道
を
歩
く
と
、
ヤ

マ
ウ
ツ
ボ
を
見
つ
け
た
。
図
鑑
で

は
見
る
が
本
物
を
見
る
の
は
初
め

て
で
あ
る
。
名
前
の
と
お
り
、
グ

ロ
テ
ス
ク
な
植
物
で
あ
る
。
他
に

も
カ
マ
ツ
カ

（固
い
の
で
鎌
の
柄

に
使
う
）
オ
ト
コ
ヨ
ウ
ゾ
メ

（男

物
の
着
物
を
染
め
る
）
な
ど
の
花

駅前アrl■ス
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TEL 052-565-1417〒4500002 名古屋市中村区名駅41127 第二豊田ビル東館 7階
TEL:052-588-5617 FAX:052-588-5618(l階 は駅前アツレプスさん)

口+す通大臣登解 第 1316号 /日本旅行彙協会正会員/ボンド保肛会員

』婆アミュ¬ズトラベル株輝
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…

l・

・
す

0綺拿下さい
'

を
観
察
す
る
。

山
頂
付
近
に
お
い
て
、
杉
本
委

員
長
が
ザ
ッ
ク
の
中
か
ら
、
何
や

ら
不
思
議
な
物
を
取
り
出
す
。
聴

診
器
で
あ
る
。
杉
本
委
員
長
か
ら
、

「ブ
ナ
の
本
の
木
肌
に
聴
診
器
を

当
て
、
プ
ナ
が
水
を
吸
い
上
げ
る

音
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
」
と
の
こ

と
。
参
加
者
は
各
々
ブ
ナ
の
木
肌

に
聴
診
器
を
当
て
音
を
聞
い
て
み

る
。
「何
も
聞
こ
え
な
い
」

「少

し
雑
音
の
よ
う
な
音
が
聞
ア」え
る
」

な
ど
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
感
想
を

述
べ
た
。

下
山
す
る
頃
に
は
雨
も
上
が
り
、

自
然
観
察
会
は
解
散
と
な
り
、
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

◆
９
・
‐０
月
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル

月  日 内 容

96
911
916～ 18
921
104
10 2-4
108
1018
1022
1025
1030

(OMCビ ル )

第66回山口国体
県民登山教室 (鈴鹿山系 )
第 2回指導部登山勉強会 (県スポ)
第31回自然観察会 (猿投の森 )
第 3回理事会 (県スポ)
第11回植生保護活動 (鈴北岳 )



第394号

―――‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
国
際
委
員
総
会
及
び
海
外
重
山

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

―――――‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
遭
難
対
策
研
究
会
報
告
　
　
　
‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

副
理
事
長

・
遭
難
対
策

一局

橋

　

優

去
る
６
月
１８
～
‐９
日
、
第
３０
回

国
際
委
員
総
会
及
び
海
外
登
山
遭

難
対
策
研
究
会
が
、
南
ア
ル
プ
ス

芦
安
山
岳
館
に
於
て
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
３７
名
が
出
席
し
た
。

ま
ず
、
東
日
本
大
震
災
の
黙
祷

が
行
わ
れ
、
平
成
２２
年
度
の
活
動

報
告
と
２３
年
度
計
画
が
次
の
よ
う

に
あ
り
ま
し
た
。

１
　
海
外
登
山
奨
励
金
登
山
隊
公

募
と
審
査
。
ギ
リ
ギ
リ
ボ
ー
イ

ズ
　
ウ
ル
タ
ル
Ⅱ
峰
隊
２
０
１

１
に
決
定
。

２
　
平
成
２２
年
度
海
外
登
山
総
会

を
栃
木
県
日
光
で
開
催
。

３
　
Ｕ
Ａ
Ａ
Ａ
理
事
会
　
キ
ル
ギ

ス

（５
／
２‐
～
２３
）
総
会

・
北

京

（１１
／
５
～
８
）

４
　
国
際
ス
キ
ー
連
盟
総
会
　
オ
ー

ス
ト
リ
ア

（ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
）

５
　
海
外
登
山
女
性
懇
談
会

６
　
日
本
ス
ポ
ー
ツ
賞
　
横
山
、

岡
田
ペ
ア

（ロ
ー
ガ
ン
峰
南
東

壁
世
界
初
登
攀
）

７
　
第
４９
回
海
外
登
山
技
術
研
究

〈ム
。

８
　
海
外
情
報
収
集
。

９
　
５０
周
年
事
業
推
進
　
Ｊ
Ａ
Ｃ

と
の
共
催
で
ク
ロ
ニ
ク
ル
　
ト
ー

ク
シ
ョ
１
５
回
を
開
催
。

１０
　
山
岳
ス
キ
ー
競
技
日
本
選
手

権
大
会

（東
日
本
大
震
災
の
た

め
中
止
）

ｎ
．
第
３
回
ウ
イ
ン
タ
ー
ク
ラ
イ

マ
ー
ズ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
２
０
１

１

（２
／
ｎ
～
１３
）

〔公
演
〕

中
国
四
川
省
　
牛
心
山

南
東
壁
初
登
攀

・
亀
田
博
生
氏

◎
海
外
登
山
遭
難
対
策
研
究
会

公
演

「世
界
山
岳
気
象
と
最
近

の
傾
向
」
地
球
規
模
で
天
候
が

変
化
す
る
理
由
　
猪
熊
隆
之
氏

公
演

「日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

の
進
展
」
神
々
の
座
　
挑
戦
の

記
録
　
　
　
　
　
山
森
欣

一
氏

〈ま
と
め
〉

海
外
登
山
ス
タ
イ
ル

の
変
化
、
登
山
経
験
の
伝
達
。

牛
心
山
南
東
壁
初
登
攀
で
は
、

天
候
と
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
感
謝

の
意
味
で
ル
ー
ト
名
を

「感
謝
」

と
し
ま
し
た
と
報
告
さ
れ
、
海
外

登
山
の
ス
タ
イ
ル
も
変
貌
し
て
い

ま
し
た
。

世
界
気
象
で
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
上

空
か
ら
日
本
ま
で
続
く
ジ

ェ
ッ
ト

気
流
に
よ
る
気
象
等
の
変
化
の
説

明
は
、
と
て
も

一
時
間
で
説
明
で

き
る
内
容
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気

象
デ
ー
タ
の
集
積
が
で
き
れ
ば
ヒ

マ
ラ
ヤ
で
の
遭
難
の
防
止
に
最
も

大
切
な
知
識
で
す
。

山
森
氏
の
ク
ロ
ニ
ク
ル

（日
本

平成 23年 8月 23日 愛 知 岳 連 ニ ュー ス

海
外
登
山
履
歴
）
で
は
、
登
山
ス

タ
イ
ル
の
変
貌
と
、
５０
年
間
の
経

験
を
伝
達
し
、
今
後
の
登
山
に
役

立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
望
外
の
喜
び

で
す
。
と
締
め
ら
れ
た
。

遭
難
対
策
委
員
会
研
修

会
兼
総
会
に
出
席
し
て

常
任
理
事

・
道
対
担
当

吉

村

　

賢

日
本
山
岳
協
会
主
催
の
遭
難
対

策
委
員
会
研
修
会
兼
総
会
が
、
６

月
２５
～
２６
日
の
２
日
間
、
奈
良
県

で
行
わ
れ
４４
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
の
後
、
開
催
地
の
奈

良
県
岳
連
か
ら
県
警
報
告
に
よ
る

山
岳
遭
難
件
数
、
形
態
、
年
齢
別

な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
全
国
報
告

と
同
じ
感
じ
で
、
道
迷
い
が
４０
％

ぐ
ら
い
あ
り
、
４０
歳
以
上
の
中
高

年
は
７
割
ぐ
ら
い
、
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

基
調
報
告

「安
全
登
山
推
進
の

現
状
」
で
は
、
青
山
副
委
員
長
か

ら
２２
年
度
は
２
３
９
６
件
と
増
加

し
続
け
る
遭
難
事
故
と
し
て
、
増

加
は
問
題
か
？
増
加
原
因
の
責
任

は
？
と
定
義
が
あ
り
ど
う
す
る
と

い
い
の
か
の
提
案
、
自
論
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
３
班
に
分
か
れ

て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

「具
体
的
に

数
値
減
少
を
さ
せ
る
に
は
」
で
自

己
紹
介
が
て
ら
各
岳
連
の
取
り
組

み
状
況
や
考
え
を
発
表
し
ま
し
た
。

論
じ
る
箇
所
は
様
々
色
々
あ
り
ま

す
が
、
道
迷
い
の
減
少
を
重
点
的

に
話
し
合

い
、
道
標
を
充
実
さ
せ

地
域
自
治
体
に
数
値
と
し
て
取
り

組
み
結
果
を
基
に
協
力
を
取
り
付

け
る
よ
う
に
、
モ
デ
ル
山
域
を
作

る
よ
う
に
活
動
し
て
は
ど
う
か
と

あ
り
ま
し
た
。

翌
日
は
総
会
の
後
、
町
田
副
委

員
長
か
ら
墜
落
時
の
衝
撃
力
の
測

定
結
果
報
告
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ポ
ー

ル
の
強
度
の
測
定
方
法
の
変
更
や

種
類
に
よ
る
強
度
の
違
い
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

青
山
副
委
員
長
か
ら

「第
８
回

事
故
調
査
報
告
」
が
あ
り
、
警
視

庁
発
表
の
事
故
報
告
を
基
に
リ
ス

ク
分
析
を
行
い
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
道
迷
い
の
件
数

が
４
割
ほ
ど
あ
り
、
単
に
読
図
う

ん
ぬ
ん
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
山

菜
取
り
に
よ
る
も
の
や
、
ち
ょ
っ

と
お
花
摘
み
に
行

っ
て
ル
ー
ト
に

戻
れ
な
い
な
ど
様
々
で
す
。
世
界

規
模
で
み
る
と
、
道
迷
い
は
珍
し

く
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
の
中
で
は
日
本

イ
ギ
リ
ス

・
カ
ナ
ダ
ぐ
ら
い
と
少

数
で
す
。
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
？

デ
ー
タ
的
に
は
、
山
へ
行
け
ば

行
く
ほ
ど
致
命
的
な
事
故
の
確
率

も
高
く
な
り
、
だ
か
ら
と
言

っ
て

山

へ
行
か
な
い
の
も
筋
違
い
で
、

具
体
的
な
特
効
薬
は
な
く
、
地
道

に
事
故
を
減
少
さ
せ
る
努
力
を
続

け
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

うなぎ鉾ニアロ い ば   しょう

4・
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平成23年 8月 23日

饉
山
毒
議
え
ブ
ー
ム
の
再
泰
貯

書
筆
層
で
も
進
送
い
還
難
多
い

期

懃

鋪

瓢

中

平

等

新

一

平
成
２３
年
度
全
国
山
岳
遭
難
対

策
協
議
会
が
、
文
部
科
学
省
な
ど

の
主
催
で
、
７
月
７
日
（木
）
国
立

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合

セ
ン
タ
ー
国
際
会
議
室
で
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
山
岳
、
警
察
、
消

防
等
の
関
係
者
ら
２
５
０
名
が
出

席
し
た
。

午
前
１０
時
に
開
会
さ
れ
、
開
会

あ
い
さ
つ
、
講
師
の
紹
介
が
あ
っ

て
会
議
が
始
め
ら
れ
た
。

最
初
に

「平
成
２２
年
中
の
山
岳

遭
難
事
故
概
況
報
告
」
が
、
警
察

庁
生
活
安
全
局
地
域
課
課
長
補
佐
・

笠
井
成
樹
氏
が
行
い
、
２２
年
中
に

お
け
る
山
岳
遭
難
の
発
生
件
数
、

遭
難
者
、
死
者
　
行
方
不
明
者
、

ま
た
中
高
年
者
や
単
独
行
者
等
の

遭
難
の
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

つ
づ
い
て

「大
津
市
消
防
局
に

お
け
る
山
岳
遭
難
対
策
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」
警
防
課
副
参
事
消

』晰
」
叔
面
“
絃
い
与
曇
事
書
務
“
然
椰́
消
岬
防
蜃
向
バ７
・

重
盛
篤
樹
氏
か
ら
、
ま
ず
比
良
山

系
に
お
け
る
ヘ
リ
に
よ
る
救
助
の

実
際
を
映
像
で
紹
介
さ
れ
、
①
関

係
機
関
と
の
連
携
②
レ
ス
キ
ュ
ー

ポ
イ
ン
ト
の
設
置
活
動
①
レ
ス
キ
ュ
ー

ポ
イ
ン
ト
標
識
等
の
整
備
、
な
ど

の
報
告
が
さ
れ
た
。

レ
ス
キ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
設
置
場

所
に
は
、
防
災
ヘ
リ
隊
員
が
降
下

可
能
な
場
所
、
ケ
ガ
人
等
を
吊
り

上
げ
救
助
で
き
る
場
所
、
陸
上
か

ら
ケ
ガ
人
等
に
接
触
し
た
場
合
に
、

す
こ
し
の
地
上
搬
送
で
防
災
ヘ
リ

と
連
携
が
取
れ
る
場
所
、
が
あ
げ

ら
れ
、
ま
た
、
山
岳
事
故
の
特
徴

と
し
て
、
①
無
理
な
登
山
②
安
易

働 第394号 愛 知 岳 連 ニ ュー ス

な
登
山
③
山
を
軽
視
し
た
登
山
、

が
指
摘
さ
れ
た
。

午
前
中
の
報
告
終
了
後
は
、
昼

食
休
憩
と
な
り
午
後
１
時
３０
分
か

ら
講
義
が
始
ま
っ
た
。

ま
ず

「過
去
の
遭
難
実
態
の
分

析
」
を
静
岡
大
学
教
育
学
部
教
授

村
越
真
氏
が
行
っ
た
。

最
近
の
登
山
ブ
ー
ム
の
実
態
か

ら
始
ま
り
、
登
山
目
的
の
多
い
県

少
な
い
県
、
登
山
と
山
菜
採
り
の

態
様
リ
ス
ク
な
ど
が
話
さ
れ
、
ま

と
め
と
し
て
①
登
山
目
的
に
限
る

と
道
迷
い
の
率
は
約
３５
％
②
発
生

数
が
多
い
の
は
男
女
と
も
６０
歳
代

③
道
迷
い
は
若
年
層
で
も
多
い
④

男
性
６０
歳
代
に
多
い
病
気
は
高
リ

ス
ク
⑤
転
倒
も
意
外
に
高
リ
ス
ク

⑥
低
山
、
一高
山
で
は
遭
難
状
況
は

異
な
る
。

ま
た
、
提
言
と
し
て
、
地
図
と

コ
ン
パ
ス
を
持
つ
、
体
力
を
つ
け

る
、
カ
ロ
リ
ー
と
水
分
の
摂
取
、

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。

次
に

「遭
難
防
止
の
取
り
組
み

と
連
携
」
と
題
し
て
パ
ネ
ル
デ
ッ

ス
カ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
各
機
関
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
問
題
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
に
連

携
を
取
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
に

つ
い
て
非
常
に
熱
心
な
討
議
が
さ

れ
た
。
最
後
に

「山
岳
遭
難
事
故
防
止

の
た
め
に
」
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
宣
言
文
を
採
択
し
、
午
後
３
時

３０
分
閉
会
し
た
。

ピ
ン
グ
の
種
類
や
切
り
方
　
剥
が

し
方

・
巻
き
方
等
、
講
義
の
間
に

実
習
を
挟
み
、
理
解
し
や
す
い
内

容
で
し
た
。
さ
ら
に
足
関
節
捻
挫

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
　
評
価
、
足
の
構

造
等
医
学
的
な
説
明
に
よ
り
、
特

徴
を
提
え
た
テ
ー
ビ
ン
グ
の
必
要

性
を
理
解
し
ま
し
た
。

午
後
は
、
実
習
を
多
く
体
験
し

て
、
よ
り
体
得
出
来
る
よ
う
二
人

一
組
と
な
っ
て
奮
闘
し
ま
し
た
。

ま
ず
足
首
の
捻
挫
受
傷
時
を
想

定
し
て
テ
ー
ビ
ン
グ
デ
モ
を
確
認

後
、
思
い
出
し
な
が
ら
次
の
順
で

や
っ
て
み
ま
し
た
。
↓
①
皮
膚
保

護
の
為
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
ッ
プ
②
ア

ン
カ
ｌ
③
ス
タ
ー
ア
ッ
プ
④
ホ
ー

ス
シ
ュ
ｌ
⑤
オ
ー
プ
ン
バ
ス
ケ
ッ

ト

（腫
れ
を
予
想
し
て
）

次
に
、
足
首
内
反
捻
挫
予
防
と

し
て
、
基
本
編

。
応
用
編
　
簡
単

編
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
最
後
に
膝

を
曲
げ
る
と
痛
む
時
の
テ
ー
ピ
ン

グ
を
学
習
し
ま
し
た
。

一
日
を
通
し
て
印
象
に
残
っ
た

の
は
、
講
師
い
わ
く

「受
傷
者
に

安
心
し
て
任
せ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
、
カ
ッ
コ
い
い
テ
ー
ピ
ン
グ
技

術
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
Ｈ
」
と

の
こ
と
で
す
。

今
日
の
講
習
を
切
っ
掛
け
に
し

て
、
山
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
落
ち
着

い
て
対
応
で
き
る
よ
う
、
テ
ー
ピ

ン
グ
練
習
を
繰
り
返
し
役
立
て
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
田
上

先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
処

Ｇ

Ｓ

Ａ石
川
ま
ゅ
み

７
月
１０
日
（日
）
１０
時
か
ら
１５
時

ま
で
、
愛
知
県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
に

於
て
、
テ
ー
ビ
ン
グ
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
講
師
に
名
古
屋
リ

ゾ
ー
ト
＆
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
講

師
の
田
上
昌
伸
先
生
を
お
招
き
し

て
、
登
山
の
事
故
　
怪
我
の
場
面

を
想
定
し
た
テ
ー
ビ
ン
グ
技
術
が

習
得
出
来
る
よ
う
進
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
者
は
３３
名
の
熱

心
な
愛
知
岳
連
会
員
の
方
々
で
し

た
。
講
習
中

い
た
る
と
こ
ろ
か
ら

質
問
が
飛
び
交
い
ま
し
た
が
、
田

上
先
生
は
現
役
の
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー

ナ
ー
と
し
て
活
躍
中
で
、
ど
ん
な

質
問
に
も
瞬
時
に
答
え
て
く
だ
さ

り
、
中
身
の
濃
い
講
習
と
な
り
ま

し
た
。
午
前
中
は
、
テ
ー
ビ
ン
グ
の
考

え
方
と
し
て
定
義

目
的

・
効
果

注
意
点
等
講
義
後
、
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
処

置

（応
急
処
置
）
の
実
際
に
つ
い

て
も
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
テ
ー



第394号 
“

)

第

３２
回
東
海
ブ

ロ

ッ
ク
大
会

愛
知
成
年
女
子
が
本
大
会
出
場
権

国
民
体
育
大
会
第
３２
回
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
大
会

（山
岳
競
技
）
兼
第

６６
回
国
民
体
育
大
会
東
海
地
区
予

選
会
が
、
７
月
１６
日
（土
）
１７
日
（日
）

二
重
県
営

「鈴
鹿
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー

デ
ン
　
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
遊
」

に
於
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
日
目
は
室
内
で
ボ
ル
ダ
ー
競

技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
日
目
は

屋
外
で
朝
に

一
雨
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
は
好
天
と
な
り
、
リ
ー
ド

競
技
に
は
支
障
な
く
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
二
つ
の
競
技

の
性
格
の
違
い
と
選
手
の
実
力
と

を
バ
ラ
ン
ス
良
く
戦
略
す
る
の
も
、

ギ
リ
ギ
リ
の
勝
負
で
は
大
切
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

本
大
会
出
場
権
を
得
た
、
愛
知

成
年
女
子
チ
ー
ム
お
め
で
と
う
―

昨
年
の
怪
我
に
も
め
げ
な
い
リ
ー

ダ
ー
の
が
ん
ば
り
、
補
い
合

っ
て

の
素
晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
し
た
。

少
年
女
子
は
惜
し
か
っ
た
。
本

当
に
あ
と

一
歩
だ

っ
た
け
ど
、
持

ち
味
を
精

一
杯
活
か
し
た
と
て
も

良
い
チ
ー
ム
で
し
た
。
少
年
男
子

も
ご
苦
労
様
、
実
力
も
順
調
に
上

が

っ
て
い
る
ぞ
、
リ
ー
ド
の
腕
を

更
に
磨
こ
う
ね
。
来
年
は
愛
知
県

が
東
海
プ
ロ
ッ
ク
担
当
で
、
本
国

体
は
岐
阜
で
す
。
東
海
プ
ロ
ッ
ク

枠
か
ら
は
岐
阜
は
別
枠
で
出
ま
す

の
で
、
３
県
で
の
選
手
権
と
な
り

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
今
か
ら
、
来
年

の
夏
を
狙
え
、
ル
ー
ト
セ
ッ
タ
ー

は
じ
め
裏
方
さ
ん
も
ご
苦
労
様
で

し
た
。
嬉
し
い
熱
い
夏
の
日
で
し

た
。　
　
　
　
　
　
（北
村
憲
彦
）

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
成
年
女
子
　
①
愛
知
　
②
岐
阜

③
静
岡

▼
少
年
男
子
　
①
岐
阜
　
②
静
岡

③
愛
知
　
④
二
重

▼
少
年
女
子
　
①
岐
阜
　
②
二
重

③
愛
知
　
④
静
岡

炒
写
蜀
賣
輌
Ｒ
轡
ぷ
辟
を

受
講
し
て

Ｍ
Ｍ
Ｃ
岡
崎
山
岳
部

山
本
　
浩
美

山
行
の
前
に
は
、
必
ず
天
気
予

報
は
見
て
い
ま
し
た
が
、
前
線
の

動
き
や
降
水
確
率
を
見
る
程
度
の

レ
ベ
ル
で
し
た
。　
一
人
で
山
に
登

る
よ
う
に
な
り
、
安
全
な
登
山
を

す
る
に
は
、
少
し
で
も
知
識
を
高

め
な
け
れ
ば
と
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

天
気
図
の
書
き
方
で
、
・７
ン
オ

を
聴
き
な
が
ら
天
気
図
用
紙
に
情

報
を
記
入
し
、
そ
の
後
前
線
や
等

圧
線
の
引
き
方
を
教
え
て
頂
き
、

天
気
図
は
こ
う
し
て
書
く
も
の
と

解
り
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
天
気
図
の
見
方
も
教
わ
り
、

今
後
天
気
予
報
の
見
方
が
変
わ

っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
自
宅
に

て
毎
日
ラ
ジ
オ
を
聴
き
な
が
ら
天

気
図
を
書
い
て
い
ま
す
が
、
等
圧

線
を
引
く
の
は
難
し
く
翌
日
の
新

聞
を
見
て
確
認
す
る
の
が
日
課
と

な
り
ま
し
た
。
毎
日
続
け
る
と
気

圧
の
動
き
や
笠
Ｌ
線
の
引
き
方
が
、

少
し
づ
つ
解
り
楽
し
ん
で
出
来
る

様
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
こ
の
知
識
を
山
行
で
活
か

し
て
安
全
な
登
山
を
続
け
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

向
陽
高
校
ワ
ン
ダ
ー

フ
ォ
ー
グ
ル
部

林

　

佑

樹

僕
は
部
活
で
の
宿
泊
山
行
の
時

に
ラ
ジ
オ
を
聞

い
て
基
本
的
な
天

気
予
報
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た

め
に
、
こ
の
気
象
講
習
会
に
参
加

し
ま
し
た
。

中
学
校
で
天
気
に
つ
い
て
は
簡

単
に
は
習
い
ま
し
た
が
、
講
習
会

で
は
さ
ら
に
詳
し
く
説
明
さ
れ
て

い
て
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
新
し
く
知

っ
た
天
気

図
記
号
も
あ
り
、
ラ
ジ
オ
放
送
の

メ
モ
の
仕
方
や
、
等
圧
線
の
書
き

方
な
ど
、
天
気
図
に
つ
い
て
も
し
っ

か
り
教
え
て
い
た
だ
い
て
、
実
際

に
天
気
図
も
上
手
く
書
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
回
の
気
象
講
習
会
で
大
切
な

知
識
を
し
っ
か
り
と
蓄
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
気

象
に
つ
い
て
し
っ
か
り
学
ん
で
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

室動鴻
夫

５２

レ

Ｅ^
フ

平成 23年 8月 23日 愛 知 岳 連 ニ ュー ス
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中小企業・個人事業の経営者の悩み

市民生活の困りごとの相談までをサポー ト

最初の 1時間は無料。 1時間5250円。
電話で予約を。出張も可能。

会計業務、契約書の作成代理とチェック、建設
業認可、風俗営葉許可など役所への許認可の申
請代行、入管手続き、公正証書、遺言書、遣産
相続関連の書類作成と相談など。

〒460-0002
名古屋市中区丸の内 3丁 目1

大栄ビツ

行政書士 西 山 秀
TEL
FAX
メーフレ

URL
営業時間

休 日

052-961-6506
052-961-6507
da syo@aichi email ne lp

httpプ www nygs‐ office com/

平 日 11:00～ 19:00
土曜 11:00～ 17:00
日曜、休日、臨時休業


